
昭和27年度常盤海域に於けるぴんをがの洞遊

大　熊　達　之　助

1．資料及方法

茨城県各酷の漁況述桁を基とし漁場の移動とそれに伴ふ適水温の変化に重点をおきぴんなが

の回遊について考祭した。

2．海　　況

1月16日より3月20日迄の海況と漁場を図1－図8迄に図示する0

図1，犬吠沖55浬附近には北に舌状に張り出した190台の水帯が南北に走り，犬吠沖1420

～143。E忙於ては188～190の顕著な潮境を形成し好漁場となった，一般に当海域の水温は前年

同期に比して0．50程度の高目を示した0

図2，親潮勢力増強の為18。台の水帯が360－30′Nに現れ190の水帯が350－20′N附近に南下

した。35。N～粥0－30′Nにかけて18－190の潮境が北東に張り出し・350－30′N，1420－20′E附近

をItl心に漁場が展開された。

図3，沼岸を伝って犬吠崎で進路をかえた，17・50～180のやゝ低目の水帯が350～360線間に

流入し，その結果19。合の水帯は北に押し上げられた模様で漁場は17・58～ばの水帯に覆われ

た。

図4，17、50台を中心とした水帯が犬吠沖60浬附近を北東に馴出し一段に前期に比して・

0．30程度低下してゐる，漁場の南下も芸程認められない棟だ0

図5，犬吠崎60浬附近を北東に張り出してゐる180台の水帯は2月下旬に入り親潮寒流の

南下勢力に其の進路を拒まれ停滞状態にあり・一方親潮は塩屋崎と犬吠沖に於ても南西に深く

り入込み，こゝに170～18。から成る潮境を形成してゐる021日～24日にかけて漁場は膠涌沖

合に南下しつゝあるが，活況を呈したとんぼ漁は低下した0

図6，18。～190の水帯を適水温として南下したとんぼはそれら本流又は切離され異った海流

巾に弧立水塊となった面に各稀の水帯が凄触して潮境を生じ漁嚇となってゐたが・中旬以降適

水温の350N線より南下するに至り，海況も単調となって漁況も沈滞した0

図7，別。－30′N，1428E附近に190の水帯が発達し・その内・外側に180台の水帯が南北に

張り出してゐる〇一年を通じ黒潮が最も弱いこの時期に例年に比し北上暖流が強い様だ0

図8，金華山より犬吠崎にかけて停滞してゐる親潮寒流のため暖流勢力はその北ヒを阻まれ

東に張り出して190含水帯の先端は340－50′N・1430－20′Eに達してゐるが，好漁は見られない0

当海域は12月から翌年5月にかけて親潮勢力が南下しその勢力は1月頃最も増強し，その

後次第に弱ま，4月頃になると黒潮勢力が増強する当海区の漁況も署暖両暖の消長に左右さ

れ図1～図8に示す様な170～190台の由雄な潮境が金華山，塩屋崎を経へて犬吠崎から南に下

り漁場はその潮境とともに移動した0

3．漁場重心点の推移

5日毎の漁況を硬め漁場を経緯度共に10分毎に区切り，その研目盛内に於ける漁獲尾教を

質量と見倣しで経緯度線に滑って任意に直交坐標を椎いて重心点を決定する式，
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∑班，　∑榊， に依り漁場の重心点を求めた。

仰，耕目盛内の漁獲尾数即ち質量，

ズ，y，各州に対するズ，y軸上の点即ち経，緯度数，

4，漁場重心点の移動

上記に依り求めた漁場重心点を＝欠表と図9に示す。
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5．邁水温の決定

各水温＿忙対する漁獲尾数の分布曲線より4

分位の上梓教及下位数の範囲を適水温に吏茸

瞑。選手LxⅣ

緋＋豊芸LxⅣ

。8＝。言聖誓－×Ⅳ

2月20日～2月24日

迄の適水温好適水温を例

にとりこ大国に示ず。

6．億水温の変化

上記に依り求めた適水

温の変化を次表に示す。

1芸通水水芸

1日1月16日！1月26日l1月3柑l2月5日
至1月25日…1月30日と2月4日

18主掛1憲箋闇憲

…謂冒僧品紺絹巨日月去3∃
18．07～】17．78～

据・劉去猪

7．漁場移動及適水温の変化

漁場重心点と適水温の変化により次表を得その結果，漁場の景心点は塩屋崎沖より野島崎迄

南西に下り，適水温は漁場重心点が南に下る程低温を示したロ
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